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大
隅
弥
五
郎
伝
説
の
里
は

１
５
０
０
本
以
上
の
ソ
メ
イ

ヨ
シ
ノ
が
植
林
さ
れ
て
い
る

曽
於
市
内
有
数
の
桜
の
名
所

で
す
。
15
メ
ー
ト
ル
あ
る
弥

五
郎
ど
ん
の
銅
像
か
ら
見
る

満
開
の
桜
は
絶
景
で
す
。

今
年
の
春
は
コ
ロ
ナ
規
制

も
緩
和
さ
れ
た
影
響
か
、
賑

わ
い
が
大
分
戻
っ
て
き
て
い

る
様
子
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
賑
わ
い
の
あ
る
大
隅
弥
五

郎
伝
説
の
里
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

（
山
中
）

令
和
5
年
3
月
5
日
に
１
１

４
年
の
歴
史
が
あ
る
財
部
北
小

学
校
の
閉
校
式
、
閉
校
記
念
碑

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
地
域
住
民
を
は
じ
め

と
す
る
、
卒
業
生
、
自
治
会
関

係
者
、
学
校
関
係
者
等
、
た
く

さ
ん
の
出
席
者
の
も
と
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

財
部
北
校
区
に
は
、
荒
武

タ
ミ
さ
ん
が
演
奏
し
て
い
た

「
ゴ
ッ
タ
ン
」
が
長
く
伝
統
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

式
典
の
中
で
も
老
若
男
女
、
た

く
さ
ん
の
人
々
が
演
奏
し
、
花

を
添
え
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
、

財
部
北
校
区
は
元
気
で
す
。
閉

校
は
時
代
の
流
れ
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
地
域
住
民
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
沸
々
と
伝
わ
っ
た
日
で

し
た
。

（
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表
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せ
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議
会
広
報
等
調
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特
別
委
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会

私
た
ち
が
作
っ
て
い
ま
す
。
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ライトアップされた夜桜

財部町の大瀬優子さんは、2021年の年末、福岡県から
家族 5 人で移住後、大人のワクワクを叶える「ひみつ基地
ジャジャ」や、12歳までのお子さん向け「さんすう教室コ
ポリ」などを運営されています。

共通する夢は、「みんなが自分を偽らずに『自分が大好
き』と言える社会」。

大瀬さんが目指すのは、誰かの得意が誰かの苦手を埋め、
誰かの苦手が誰かの得意を育て、誰かのやりたいが誰かの
我慢をなくして、誰かの好きが誰かを笑顔にする世界です。

大人の「やりたい」を応援するひみつ基地や、子どもた
ちの良さを観察するさんすう教室を通じて、自分らしく人
生を楽しむ力を育み、多くの子どもが通う学校が、ありの
ままの良さを活かして生きていく礎の場となるよう、今で
きることを日々模索しながら活動されています。

（瀬戸口）

夢
チャレンジ

「さんすう教室コポリ」に通う子どもたち
後方右から 2 番目が大瀬さん

編
集
後
記

24曽於市議会だより№ 72　令和 5年 5月 1日発行


